
 

ー

 

 

 

 

 

＜ ーン ＞

１ 受講者間のコミュニケーションや 題解 を必要とするパターン 

２ 役割に応じたタスクワークを設定するパターン 

３ 実務作業を組み入れるパターン 

 めまたは高めの負荷を設定するパターン 

 にわたり実施するパターン 

 で実施するパターン 

＜ ン ーの ＞

１ ンター 

２ ンター 

３ ンター 

 ンター 

 ンター 

 ンター 
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4 

＜ ー  ＞ 

 チーム、 時 分 時 分（計３時間）の実施の場  

 チーム 成 （課 、主任、担当者２ ） 

＜ の ＞ 

上 は、「受講者間のコミュニケーションや 題解 」が必要な場面の設定に活用できます。 

受講者 の ケー ョン する ー の  

チームタスクにタスクワーク １ 「企画立案・ 題分 ・ 意 成」  を活用することで、

チーム全 体 でコミュニケーションを必 要 とする場 面 をつくることができます。また、個 人 タスクに 

Ｓ を活用し、 人チームに つ 上の作業を割り当てるなどにより、受講者間での相談や調

整が必要となる場面を設定できます。

の  

「コミュニケーションによって じるストレス の対処」 に取り組んでもらいたいときには、プレ

ン ーションを したり、 Ｓ の解 確認作業を自分 のメンバーに するように

したり、タスクワーク 「言いにくい用件を で える」 などのタスクワークを加えるこ

とにより、ストレス場面におけるコミュニケーションをリハーサルする場面を設定できます。 

その か、 の受講者に「 する」、または の受講者からの を「 る」といったコミュニ

ケーションをリハーサルしてもらいたいときには、タスクワーク １ 「 具の受 ・発 作

業」 やタスクワーク １ 「 ミ ー のための会場 作業」 といった複数の作業があるタ

スクワークを設定します。 

ー 実施

ン ンサ ( ) ー

「 を 用し う」

( ー

 、 、

記、 、

を する。

 ート

にまとめ、 ン

ー ョンを う。

の ート

11:30 

の

ン ー ョン

14:00

Ｓ

( ル   ブ ) 

 が を

とも ブ ず

する。

 の 、

自 の ン ー

に する。

実施

ルの

業用

( のもの) 

14:30

Ｓ

( ル   ブ ) 

Ｓ 業

( ル ) 

Ｓ

( ル２、３、 を ブ ず ) 

１ 受講者 の ケー ョン する ーン
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＜ ー の  ＞  
 チーム、 時 分 時 分(計３時間)の実施の場  

 チーム 成 （課 、主任、担当者、 入社 ）

＜ の ＞ 

上 は、「 職後の職位に応じた仕事の め方のリハーサル」が必要な場 、「役割から じ

るストレス の対処」に取り組んでもらいたい場 などに活用できます。 

の に の リハーサル る ー の  

チームタスクに、 、 ち わせ、 作成、プレ ン ーションなどさま まな業務か

ら成り立つタスクワーク １ 「企画立案・ 題分 ・ 意 成」  を活用し、課 には意

見の取りまとめや全体の 理を する、主任には 業務の 理を する、 担当

者には実務の担当を するなどにより、 職後の職位に応じた仕事の め方をリハーサルす

る場面を設定します。 

る ト の  

部下との関わりや業務の割り振りが 手など、役割から じるストレス の対処に課題がある

場 は、初めてジョブリハーサルに参加する受講者を 入社 役に設定し、主任が Ｓ の作業

手 を 入社 に するように する、タスクワーク 「 の 作業」 など個人

タスクの 加作業を加え、その割り振りを課 が行うよう するなど、役割により じるストレ

ス場面を設定します。 

ー 実施

の に た改 の

( ー ) 

 が実施。

 、 の

ー 受 た いが、

に各 業 の

を する。また、「

の に た改

」の 、 Ｓ 業

の を

う。

 各 業 の

を う。また、

の の 業 を

う。

 、 のい

ずれも ブ

する。 者

の ーを う。

1 :00 

「 内 」に 載する ラムの

( ー ３ )

ラム

13:30  

Ｓ   

( ル２   ブ ) 、実施

ルの

業用

( のもの) 

14:30 

Ｓ   

( ル  11 15) 

Ｓ 業   

( ル２ ) 

業

13 15 に内 業の

の 業

( ー ２ ) 

 者 に対

する。

 業の り り

が する。

した

13:45 

 に ー する ーン
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＜ ー の  ＞  

 チーム、 時 分 時 分（計３時間）の実施の場

 チーム 成 （主任、担当者３ ）

＜ の ＞ 

上 は、「パ コン入力作業 の対応や企画立案など の参加が しい受講者」や「現業作業

に 事 定の受講者」にあわせた設定が必要な場 に活用できます。 

ー の  

チームタスクに、タスクワーク 「 具の受 ・発 作業」  やタスクワーク  

「 ミ ー のための会場 作業」  、タスクワーク 「社 の作成」 など、実務作

業を む複数の作業で 成されたタスクワークを設定することで、パ コン入力作業 の対応や

企画立案など の参加が しい受講者や現業作業に 事 定の受講者にあわせた設定ができ

ます。 

また、個人タスクには、 Ｓ実務作業  や タスクワーク １ １ 「実務作業」  を取り入

れます。 

ー 実施

の受 業 ( )

( ー ３ )  

事 、 、

実 キン 、 、   

 に て、

を キン し、

ン に める。

と

を し、

を ン に り

る。

14:30 

Ｓ ラ の 業 ( 15 )
ラ

( 、 0 ) 

14:00 

ラ の 業

( ー )

 に す に

て、 先 とに

の ラ を

する。

した ラ

( ン に ) 

1 :00 

 る ーン
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１ の  

＜ ー の  ＞  

 チーム、 時 分 時 分（計３時間）の実施の場

 チーム 成 （主任、担当者３ ）

＜ の ＞ 

上 は、「ジョブリハーサルに初めて参加する」、「ジョブリハーサル の 手意識や緊張が

い」、「自信が 下しており 体験を けたい」といった受講者など、あまり負荷をかけたくな

い場 に活用できます。 

の の ー の   

チームタスク・個人タスクともに、タスクワークは受講者の状況にあわせて 理なく取り組める

分 とし、 め切り時間も のある設定にします。また、 加作業は しません。

す ー の  

チームタスクには、 ーム感 で しみながら取り組めるタスクワーク 「 ー

作業」 や、気 に取り組みやすいタスクワーク 「 の作成作業」 、タスクワー

ク 「お めの の 」 など、負荷が く取り組みやすいタスクワークを組み入れま

す。   

個人タスクには、 Ｓ の レ ルの作業など の いタスクワークを組み入れます。 

ー 実施

カー 業

「 リーム ンの しい ント」

( ー 1

の

1 :30 

Ｓ

( ル２   ブ ) 

 の業 の

、 ーム内 の

う する。 実施

ルの

業用

( のもの) 

14:30 

Ｓ

( ル３   10 ブ ) 

Ｓ

( ル３ ) 

Ｓ キン

( ル 、２、３を ブ ず ) 

 の する ーン
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の  

＜ ー の  ＞  

 チーム、 時 分 時 分（計３時間）の実施の場

 チーム 成 （課 、主任、担当者３ ）

＜ の ＞ 

上 は、 間の終 など、「 職に向けて実 の職場・職務内 を 定し、負荷を高めた

実施」が必要な場 に活用できます。 

の ー の  

チームタスクに、タスクワーク 「 の の 」  など、分 力や 理的思

考力などが められるタスクワークを組み入れたり、企画 や 案のプレ ン ーションや

応 を行う場面を設定すると負荷を高めに設定できます。 

個人タスクには、 Ｓ の レ ルの作業やタスクワーク １「 の チェック」

の の大きい のチェックなど、負荷の高いものを組み入れます。 

また、タスクワークにはタ トな め切りを設定します。 

ー 実施

の に た改 の

( ー ) 

ン ー ョン り

 、 記 、

、 ン ー ョン

の業 の 、 ーム

内 のう する。

の

1 :00 

ン ー ョン

13:45

Ｓ

( ル ブ )

 の業 の 、

ーム内 のう

する。

実施 ルの

13:40 

Ｓ 業   

( ル   10 1 10 ) 業用

( のもの) 

14:30 の   

( ル３、   ブ )

( ー ２ ) 

業

13 に 業の

「 内 」に 載する ラム

( ー ３ ) 

 が する。

自

13:30 

業

14 10 に 業の

いに い用 を る

「 をする」

( ー ２ ) 

 が対 するか が

する。

す 対

業
の 業

( ー )

 の 対
者 、「 内 に 載

する ラム 」お 「
の業 」の に

対 する。
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の  

スケジュールの見 しが必要な 加作業や、 切後に 出 のミスの修 を するなど、ス

ケジュールの見 しが必要な場面を設定します。また、タスクワーク 「 を受ける」 を

加作業として差し込む、上司と調整しなけれ 時間内で終えることが しい分 の作業を

するなど、上司やチーム内の の受講者との交渉や調整が必要な場面を設定します。 

想 ト の  

が しくタスクワークに取り組むなか、 職が い受講者のみタスクワークの分担数を

なくすることで、 職後の 務中に 定される自分の気分や認知、行 を確認し、必要な対

処 をリハーサルすることができます。
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4  

＜ ー の  ＞  

 チーム、２週間の実施の場 ( けの時間で実施)

 チーム 成 （課 、主任、担当者２ ）

＜ の ＞ 

上 は、「 にわたる仕事のスケジューリン や 理、計画が れている場 の ・連

・相談など、実 の職場で こりうる状況」の設定が必要な場 や、「 続的に体調 理、疲

労・ストレス の対処、体調にあわせた仕事の め方( ース 分)などの自 理」に取り組ん

でもらいたい場 に活用できます。 

ー の  

チームタスクには、タスクワーク １ 「企画立案・ 題分 ・ 意 成」  など、

     

時 時  ジョブリハーサル ジョブリハーサル ジョブリハーサル ジョブリハーサル ミー ン  

時 時   職 ミ ー ジョブリハーサル  職 ミ ー 

ー 実施

に 10 か の

( ー ) 

ン ー ョン り

 業 の 、 ー

ム内 のう

する。

10 か

ン ー ョン

の

13:00

の

( ー ) 

(

、 、 の

ト ) 

２ の

ートの

( ー ) 

ン ー ョン り

ート

ン ー ョン

２ の

11:00

Ｓ

( ル３   ブ ) 

 各自が を実施

する

 、自

の ン ーに す

る。

実施 ルの

ン ューと の

( ー ３ ) 

ン ー ョン り

ン ー ョン

２ の

13:00

Ｓ

( ル ) 

業用

( のもの) 

２

 に する ーン
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4  

、 ち わせ、 作成、プレ ン ーションなどさま まな業務から成り立つタスクワークを

複数組み入れることにより、 にわたる仕事の 理や体調にあわせた仕事の め方( ー

ス 分)などについてリハーサルできます。 

個人タスクには、複数日にわたって実施する分 のタスクワークを設定します。 

ケジ ーリン の の  

チームタスク・個人タスクともに、タスクワーク とに なる 切時間を設定します。 

41



42 

＜ ー の  ＞  

 日間、１ 時 １ 時(計２ 時間)の実施の場

＜ の ＞ 

上 は、「 で仕事のスケジューリン や 理」が必要な場 や、「感 対 などのた

め、受講者同 の や 」を にする必要がある場 に活用できます。 

の の  

複数の個人タスクを組み わせることで、 での仕事のスケジューリン や 理のリハ

ーサルができます。なお、コミュニケーションを必要とする場面を設定したい場 は、プレ ン ー

ションを したり、タスクワーク 「 を受ける」 やタスクワーク 「言いにくい

用件を で える」 を 加作業として組み入れます。 

関 の ー の  

タスクワーク １ 「 職関連」 のタスクワークを組み入れることにより、リワーク

等で学んだ知識やスキルについて するための 会を設定することができます。 

ー 実施

業 に 業 改

の

( ー ) 

ン ー ョン り

と改

ート

ン ー ョン

11:00   

の ートの   

( ー ) 

ート、

15:00 

「 の し 」の ランの

  

( ー )

「 用 」に 載する の   

( ー ３ ２ ) 

の   

( ル３ ブ ) 

 、 用 に

り自 う。
業用

( のもの) 

15:00 

業

３ の ３ に 業の

の 業

( ー ) 

ル

３ 14:30 

業

２ ３ に 業の

いに い用 を る

「 の をする」

( ー ２ ) 

す 対

 する ーン
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【 センターでのプログラム名称： 同グループワーク】

１ 標準実施パターン

２ 効果的な実施のために

＜役割 でき チームタ クの設定＞







( )

Looking back

)





センター
性に たタ クワークと 標設定の工夫

30 15 00

実施頻度・日程設定

❖チー

※

人数・チーム構成

の る方 きる クワークや を る

効果的な実施２ 効果的な実施
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45

【タ クワーク設定 】

ング の と リ の 成

の 成

MWS の 成

度の ンダー 成

セ ング

＜実施 の工夫＞





＜ 標設定の工夫＞





＜ の工夫＞





 ≪ ≫

 ≪ ≫

 ≪ ≫

 ≪ ≫

の設定や に っ を
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≪ ≫

45



47

≪ ≫

46
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≪ ≫

ルー ー

る

す の に対する の す

に た に の 事の 考 見 す す

した に す し

す した る の

す

【 の 】に 意見 し ー に し

ー の リ し し

の 要 す ルー の し

【 の 】

ルー の に た

のよ し した

よ するに す 良 し

業 の の

のよ し した

の 業の の すに す 良 し

お の の

のよ し した

よ に するた に す 良 し

4 ルー の に良 のにするた に ルー し のよ

る し

47
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≪ ≫
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50

【 センターでのプログラム名称：ジョブリハーサル】

１ 標準実施パターン

２ 効果的な実施のために

＜ 前 の実施＞



＜ 標の ＞

 ( )

＜受講者 に ー ングの実施＞



(

)



＜ の実施＞



10 00 12 00

実施頻度・日程設定

❖チー

※

人数・チーム構成

センター
的に 標に ための工夫

の は し、 し は ワ ー に る

効果的な実施２ 効果的な実施

 ≪ ≫
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≪ ≫
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【 センターでのプログラム名称： ルチタ クプログラム】

１ 標準実施パターン

２ 効果的な実施のために

＜タ クワークの ン の 数 ＞





(

)

( ) ( ) (10 ) 

Day

＜実施パターンの工夫＞

 Day

Days



 ( )

30 15 00

実施頻度・日程設定

❖チー

( )

※

人数・チーム構成

センター

な実施パターンと
なタ クワークで な を設定

を し、チーム を

効果的な実施２ 効果的な実施

ー クワークを している

51
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＜タ クワークの工夫＞



 ≪ ≫ Day

 ≪ ≫

 ≪ ≫

 ≪ ≫
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≪ ≫

職 ーリワーク リワーク  

＜ ル スク ＞ 

値 ク り
実施 年    実施 所 リ ー

◆  

◆  

の 、 の記 をお れの い うお いします。

が 下の カ ン ラーに し て い。

を し、 の を して して い。

 

 

 

ー ン

内 ー ン

業

ル ラム記

業

まとめて して い。

 ラン ー ン

 

 

 

業

業 り

業 ント

◆ ー  

の ー ン から れる を

する

    

ント

ー ン の内容が に記 、 の業 が

に ていること   

ること。

◆ ー リ  

Ｄ Ｓ を用いて、 内 トアンサーを る。

すり トアンサーを

い

各 満   

事 受 ます。 に 利用 い。

ント ュ ケー ョン

を した 内容 ること。

◆ 分 値 ク  

の に いが いか する

  

ル

、 の 、 にお

か い

ント

ル ル ル３   

ル ル ル

ル ル

に

ル 用 記

に すること

に が

しているもの。

の

53



55

≪ ≫

事 者 も

A        

B      

C      

D       

      

の

    

    

【参加しない人】 
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≪ ≫

Theme
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千葉障害者職 業センターマルチタスク・プログラム

充実！リワーク生活

「相談マネジメントプログラム」
―こんなときどうする？―

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・
あなたが復職をして約 3 か月が経ちました。順調な日々を過ごしてきましたが、最近頼まれる仕事が

増えてきました。上司からは「もうすっかり元気だし、春に向けて仕事が増えるけど、今の調子なら大丈

夫だよね！！」と笑顔で言われました。大丈夫な気もするけどちょっと心配なあなた。こんな時、どうす

ればいいでしょう。

＊誰にどんな相談をしたら良いでしょう？図を作成してください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

私

≪ ≫

3

私
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≪ ≫

＜レポート課題＞

                           氏名               

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

①復職について考えること 

②今の生活で改善したいこと 

③今の自分について思うこと 

④リワーク終了後、どんな自分でありたいですか︖ 

⑤会社について考えること 

⑥今、不安なこと 

⑦自分が苦⼿とする職場の状況や⼈間関係はどんな場⾯ですか︖ 

⑧何が得意でどういうことがしたいですか︖ 

⑨何をやっている自分に意味や価値が感じられますか︖ 

⑩仕事のどういうスキルのどういうレベルを求めていますか︖ 

・ 業 に し

・ リ ー の し し

の の ー に

400 に

た お し 見 し

の

し
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【 センターでのプログラム名称：チームタ ク】

１ 標準実施パターン

２ 効果的な実施のために

＜ 役としての ー クの実施＞

 ( )



＜ワーク ー に の実施＞

 (10 )

＜チームに の実施＞



(10 )

＜ に の実施＞

 1

13 00 16 00

実施頻度・日程設定

❖チー

※

人数・チーム構成

センター
きめ な と実施 リ ー ョンの工夫

き を

効果的な実施２ 効果的な実施
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＜タ クワークの工夫＞

 ( )

 No.16

67) ( 86)

＜セル ジ ン の を ための 設定＞



10



の ー を や

 ≪ ≫

 ≪ ≫

 ≪ ≫
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≪ ≫
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≪ ≫
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【 センターでのプログラム名称：ジョブリハーサル】

１ 標準実施パターン

２ 効果的な実施のために

＜ で のプロジ ク ＞

 20







            

13 00 15 00

1

実施頻度・日程設定

20

❖チー

※

※

(
)

人数・チーム構成

センター

プロジ ク に 実施と 人 に
標設定

の ク 形 る

効果的な実施２ 効果的な実施

企 画 発
用

• 設定

• 設計 仕様

• 行程

• 行程 理

• 対応

• 修 会

• 用

• 評価

• 企画

• 発

• 行程

• 次

目的 確認

参加者 目標設定

日 設定

休憩

参加者 目標 対 評価発

次回 役割 司会 定

次回

法

良化

初対面 印象 方法

言 言

企 画 発
用

• 設定

• 設計 仕様

• 行程

• 行程 理

• 対応

• 修 会

• 用

• 評価

• 企画

• 発

• 行程

• 次

目的 確認

参加者 目標設定

日 設定

休憩

参加者 目標 対 評価発

次回 役割 司会 定

次回

法

良化

初対面 印象 方法

言 言

企 画 発
用

• 設定

• 設計 仕様

• 行程

• 行程 理

• 対応

• 修 会

• 用

• 評価

• 企画

• 発

• 行程

• 次

目的 確認

参加者 目標設定

日 設定

休憩

参加者 目標 対 評価発

次回 役割 司会 定

次回

法

良化

初対面 印象 方法

言 言
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＜ 人 の の ＞





 12



職 や職 を い 基礎力 を して 設定に ている

 ≪ ≫
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≪ ≫

●年●月　第１回ジョブリハーサル

　項目 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 １０回 １１回 １２回 １３回

1 　テーマの決議 ９月② 10月① 10月②

2 活動期間の決議 11月①

3 スケジュール・内容の決議 11月①

4 成果物の目次と項目作り 11月② 12月①

5 成果物の内容の作り込み 12月② １月①

6 成果物の校正 １月②

7 発表方法の決議 ２月①

8 発表のリハーサル ２月②

9 事務局に発表 ３月① ３月②

ジョブリハーサルとは？

「３つの能力／１２の能力要素」を目標にしたコミュニケーション技法実践の場です

　　能力・能力要素の詳細は別添「社会人基礎力」資料も参照ください。（※経済産業省ホームページより抜粋）

　　リワークの受講生が主体となって進めていくグループワークです。

　　センター職員の皆さん（以下、事務局）は基本的に介入しません。（書類のコピーなどは対応いただける）

（チームワーク）

発信力

傾聴力

柔軟性

主体性

働きかけ力

実行力

【全体の流れ】（※今回テーマの場合）

　　テーマごとに、項目立てや回数など全てを受講生たちで決めて引き継いでいく。

　　コロナ禍の影響によって、現在ジョブリハーサルは月２回のみの実施。

　　その前提でスケジュールを立てているため、状況の変化によって調整する必要もあり。

考え抜く力

（シンキング）

課題発見力

計画力

創造力

チームで働く力

　　テーマを決めて、成果物を作り、発表を行うまでが一連の流れです。

情報把握力

規律性

ストレスコントロール力

前に踏み出す力

（アクション）

１５分

時間

１３：００　　　～　　　１３：１０

１３：１０　　　～　　　１３：２０

１３：２０　　　～　　　１３：３５

１４：４５　　　～　　　１５：００

２０分

１０分

２０分

１０分

１０分

１５分

１３：３５　　　～　　　１３：５５

１３：５５　　　～　　　１４：０５

１４：０５　　　～　　　１４：２５

１４：２５　　　～　　　１４：３５

１４：３５　　　～　　　１４：４５

●年●月●日

議論

各自の評価発表

次回の配役（司会・板書1名ずつ）決定

次回への引き継ぎ、片付け

内容

目的唱和、前回までのおさらい

各自の目標設定

今回のゴール設定

議論

休憩

【１回あたりのスケジュール例】

　　各月第１回は、新規受講生のためにジョブリハーサルの説明も必要。

所要

１０分

１０分
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【静岡センターでのプログラム名称：ジョブリハーサル】

１ 標準実施パターン

２ 効果的な実施のために

＜復職後の働き方や役職に応じてリーダーを指名＞







＜ジョブリハーサル参加前に受講者同士の関係性を構築＞



10

※
( No.20

) 

10 00 15 00

実施頻度・日程設定

10

❖チー

※

1

人数・チーム構成

静岡

センター

復職後の働き方を想定した役割設定とチームワーク醸成

の工夫

チーム構成は、復職後の役職や働き方に応じて設定している

効果的な実施２ 効果的な実施

日常生活基礎力形成支援を通じて、事前にチームワークの醸成を図っている

 ≪静岡≫
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≪静岡≫

リーダー リーダー

目的 　会 での自分の を して参 する

１． 日の の はどれ らいですか？

不 　　１　　　２　　　３　　　４　　　５　　

　　　　　　　 れはどのような で ましたか

２．リーダーの取った行動について

(１)リーダーのコミュニケーションの仕方はどうでしたか？

不充分 １　　　２　　　３　　　４　　　５　　充分

　　　　　　　チームの目標の明確化や共有化 の か はどうだったか？リーダーの考えや意図は ったか？

(２)リーダーの や意 の仕方はどうでしたか？

不充分 １　　　２　　　３　　　４　　　５　　充分

(３)リーダーの発言や行動が、あなたやチームに与えた影響はどのようなものでしたか？(具体的に)

　　　　　　　どのような発言や行動

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　日　(　　　)　　　　　　　　

ョ リ ー 　振り返りシー

日の目標

目標に する

　　　　 、 下
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≪静岡≫

３．メンバーの取った行動について

(１)メンバーのコミュニケーションの仕方はどうでしたか？

不充分 １　　　２　　　３　　　４　　　５　　充分

　　　　　　　チーム目標の明確化や共有化はどうだったか？メンバーはリーダーの考えや意図を理解したか？

(２)メンバーの発言や行動が、あなたやチームに与えた影響はどのようなものでしたか？(具体的に)

　　　　　　　どのような発言や行動

４．リーダーやメンバーの取った行動で、参考にしたい場面はありましたか？

　　　　　　　どのような発言や行動

　　　　　　　どのような発言や行動

　　　　　　　どのような発言や行動

７．次回目標

　　　　　　　本日の自分を客観的に振り返り、目標を考えて下さい

６．これからメンバーをする機会があれば、どのようにしたいと思いますか？

５．これからリーダーをする機会があれば、どのようにしたいと思いますか？
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【参考】改良したジョブリハーサルに対する受講者および所属先事業所の

感想・意見・要望

ＪＤＳＰ受講者に対し、ＪＤＳＰに対する満足度や各カリキュラムの有用度をたずねる受講者アンケ
ートを実施しています。また、ＪＤＳＰ受講者の所属先事業所に対し、ＪＤＳＰ利用の満足度をたずねる
事業所アンケートも実施しています。これらのうち、令和２年度から３年度に実施した、「改良したジョブ
リハーサル」の受講者と受講者の所属先事業所が記載した自由記述欄の内容を、下記のとおりまとめ
ました。

１ 受講者アンケートのうちジョブリハーサルに関する自由記述 
  
＜自由記述：感想＞ 

ジ ョ ブ リ ハ ー サ ル

全 般  

ジョブリハが始 まると思 うと、週 初 めに憂 うつ感 が出 たり、前 日 も緊 張 感 を感 じられ
てよかった。作 業 中 も、休 職 前 と同 じような気 持 ちで取 り組 んだことで気 づきが得
られた。(同 様 計 ３ 件 ) 

Ｓ Ｓ Ｔ やジョブリハーサルを実 践 して気 づきが得 られてよかった。特 にジョブリハーサ
ルは、仕 事 を再 現 することで、自 分 の状 態 がわかった。（ 同 様 計 ２ 件 ）  

ジョブリハーサルが一 番 印 象 に残 った。チーム課 題 をチームの方 々とこなすことで、
結 束 力 も高 まり、また、個 別 作 業 を時 間 内 に終 わらせることで達 成 感 も得 られた。 

特 性 については理 解 していたものの、どのような場 面 で発 現 するのかということを
知 るうえで役 立 ちました。それにより、対 処 や次 の目 標 が明 確 になったため。 

色 々嫌 なこともあったが、それが役 に立 った。人 間 関 係 について、ストレス対 処 につ
いてよく考 えた。 

講 座 で学 んだことをＳ Ｓ Ｔ やジョブリハーサルで実 践 するといった過 程 を通 じて、ま
たそれが身 につくといった流 れもとてもよかったと思 っています。「 学 ぶ」 →「 アウト
プットする」 ことで、より理 解 が深 まるのではないかと思 います。 

タスクワーク、実 施

パターンの拡 充

(参 加 者 どうしのコミュニケーションや調 整 を必 要 とするパターンについて)Ｄ Ｅ Ｓ Ｃ
法 を活 用 した応 対 ・ 交 渉 ができた。(同 様 計 ３ 件 ) 

複 数 日 でのジョブリハーサルでは、実 施 計 画 の作 成 や疲 労 のコントロールなど自 分
の課 題 に取 り組 めてよかった。 

２ 日 間 連 続 のジョブリハーサルを体 験 できたことがよかった。１ 日 目 の計 画 立 案 で、
２ 日 分 の計 画 を立 て、次 の日 に回 せるもの、今 日 実 施 するものなどを整 理 し、実 行
する中 で見 通 しについての反 省 や今 後 の課 題 を認 識 できた。 

チ ー ム 編 成 、 職 位

の反 映

「 主 任 」 という役 割 を体 験 し、自 分 が「 部 下 を気 にしてしまう」 「 面 倒 見 が良 いが、良
すぎるのでバランスが必 要 である」 ことに気 づいた。部 下 を信 用 して任 せることも大
切 だと気 づいた。(同 様 計 ２ 件 ) 

自 分 は「 担 当 者 」 という立 場 だったが、チームリーダーである主 任 を差 しおいてリー
ダーシップを取 ってしまい、そうしたときには、一 言 声 をかけるなどのコミュニケーシ
ョンが必 要 であることに気 づいた。それについては、自 分 の傾 向 を認 識 して意 識 して
コントロールすることで、抑 えられることに気 づいた。 

リーダーの体 験 をしてから、メンバーとして何 をやるべきか、役 割 について色 々考 え
されられた。とても役 に立 った。(同 様 計 ２ 件 ) 

目 標 設 定 の 手 続

きの明 確 化 、業 務

遂 行 力 に関 する評

価 項 目 の導 入

「 目 標 チェックリスト」 があった方 が、目 標 を具 体 的 に考 えやすく、ジョブリハーサル
で取 り組 むことができてよい。なお、「 社 会 人 基 礎 力 」 の考 え方 は、休 職 前 に企 業 の
研 修 で受 けており、わかりやすい。(同 様 計 ２ 件 ) 

自 分 の働 き方 の癖 (休 憩 をうまく取 れない、時 間 より作 業 を優 先 してしまう等 )や役
割 を担 ううえでの課 題 (リーダーの時 に作 業 を抱 え込 みオーバーワークになる等 )に
気 づくことができました。またストレス場 面 を振 り返 ることで、どんな時 に負 荷 を感
じ、それに対 し学 んだスキルが活 かせているか確 認 できる貴 重 な経 験 となりました。 

上 司 に相 談 し、状 況 把 握 してもらうことで、安 心 して働 け、安 定 した成 果 を残 せるこ
とに気 づいた。また、「 責 任 」 という自 分 のキャリアの価 値 観 から、タスクをクリアでき
るとやはりやりがいになる。 
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＜自由記述： ＞ 

タスクワーク、実 施

パターンの拡 充  

職 場 を設 定 するにあたり、 しムチャがあったように感 じる。それも 用 者 の職
場 が うから仕 方 ないのかもしれない。 

ストレス対 処 法 を せる場 面 ではあるが、 自 身 がジョブリハーサルで大 きくストレ
スを感 じないこともあり、ジョブリハーサルの目 的 そのものはあまり体 験 できていな
いと思 う。 

チ ー ム 編 成 、 職 位

の反 映

リーダー役 は当 日 ですが、より実 践 に いという では、前 日 に されても
よいかもしれません。その方 が、リーダーとしての心 え、メンバーとしてどう くか
の心 えができる。 

その  
ジョブリハーサルでの 次 項 を に っておいてもよいと思 う。(「 メンバー
は上 司 に できない。リーダーを通 してください」 ) 

ジョブリハーサル に いて ラム や キルを実 すると
いうジョブリハーサルの に が られています。
  

ー や実施 ーンの に いて 、 ま ま 実施の リ ー ョンを用 すること 、受
講者に て る ま ま や にこた る 実した ラムに たと られ
ます。 、「 受講者 れ れの が う 事 事 や ているの 、 れ れの を

して、 やるの うかと た」、「 を するに たり、 し が た うに
る」とい た や、「 ーム の を し い しか た」とい た も りま
した。受講者が に り める ー や、実 の の を り た ー
を することが と ると られます。

ーム 、 の に いて 、 にお る に た を すること 、自 自
の に対する が られたり、 に た自らの の や の を り り、
対 キルを実 するとい たジョブリハーサルの に た が たと られます。

の の に いて 、 の を すること 、ジョブリハーサルに
おいて の う に り のかが に ージしやす たと られます。
  

 アンケートのうちジョブリハーサルに関する自由記述 

＜自由記述：感想 ＞ 

ン ル ス、ジョブリハーサル、Ｓ Ｓ Ｔ ・ ・ ・ すべて 人 にとっては自 成 を すものであったと思

います。 

ジョブリハーサルについては、良 い内 だとは思 うが、企 画 の作 成 などよりも、よりストレスのかかる

しい課 題 があった方 がよりよいのではないかと思 った。 

終 としては、もう し実 務 に いストレス・ プレッシャーのかかるメニューが必 要 ではないかと思 う。 

社 は業 務 内 もそれなりのレ ルが要 されるので、職 場 の実 務 に ったプロ ラムも必 要 でないか

と感 じた。 

事業所から 、実 の に り い を める が りました。ジョブリハーサルの
、受講者の の のもの 、 ト や の ジ ントの から、
した 業 のために自 らしい を の うに実 するかに いて、受講者自 が

に する を すること す。この を ま たう 、事業所が する 業
の に る として、ジョブリハーサルの内容や実施 の ら る や

が められていると られます。
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